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　This　paper 　aims 　to　analyze 　the　effects　of　the　aging 　from 　residential 　dwell血 gs 曲 ich　are 　 specifically

cQncerned 　with 　healln菖 and 　cooling 　systems ．　Also 　this　paper　attempts 　to　clarify 　the　characteristies 　and

problems　 associated 　w 仙 it．　For 　Lhe　purpose，　we 　condllcted 　surveys 　amQng 　900　 residents 　 of　western

Japarl　duriIlg　both　winter 　and 　summer ，　the　residents 　arranged 　with 　three 　age 　groups．

　 The 　main 　results 　are 　as 　follows：

1） In　 the … r，　 the　 most 　popul− ling　 systems 　 are 　 air　 eonClitioners 　 among 　young 　 and

middle −aged 　people ，　and 　electric　fans　among 　old 　people 　over 　60．

　2）　In　the　winter，　the　heating　mechanism 　most 　eommonly 　used 　are 　unvented 　burning　heaters 　among

the 　midd ユe　and 　old　people，and
“
kotatsu

”−style 　heaUng 　among 　those 　under 　40．

　3）　In　the　summer ，　the　 cho 童ce 　 Qf 　a　cooling 　 system 　by　older 　people 　 are 　determined　by　individual

constitu 缸on 　 and 　the　body　mass 　index．　In　the　 winter
，
　 choice 　of 　a 　heating　system 　is　affected 　more 　by　the

age 　of 　the 　dwelling　or 　fam 正ly　composition 　than 　by　consUtuUonal 　needs ・
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　 1．は じめ に

　近年，冷暖房器具の 普及や断熱材 の 使用 に よ る 住宅

の 高断熱，高気密化 な ど に伴 い ，住宅内の 温度調節が

容易に な り，
よ り快適 な 室 内温熱環境を維持す る こ と

が可能 と な っ て い る．しか し高齢者に お い て は
， 老朽

化 し た 熱的性能が 十分 で な い 住宅 で 生活 して い る 場合

や ，環境 温 度 を正確 に 把握 で きず冷暖房器具の 調節が

不適切 に な っ て い る場合が考 えら れ る．実際に老人性

低体温症
V

や高齢者の 低温火傷
ZI
とい っ た健康障害や ，

さ ら に は酷暑 ・酷寒時に は 他 の 年代 よ りも暑 さ
・
寒 さ

に よ る疾病お よ び 死亡者数 が多 くな る こ と
U ’

等 が 報告

され て お り， 生活環境 に お け る 温熱環境要因 の 高齢者

に 与 え る 影響 は大 きい と考え られ る．

　先に梁瀬 ら
4）
’71

は 国内 10地 区に お い て 高齢者 の 居

住環境と温熱適応能力 に 関す る 調査 を行 い ，温度調節

方法 や 着衣対応等 に お い て 高齢者と若年者の 差 が大 き

く見 られ た こ と を 報告 した ．しか し，比較対照群 と し

て の 大学 生 の 生活環境は高齢者 の それ とか な り異 な り，

また年齢差 も大 きく，両者 を直接比較する こ とに は限

界があ る こ と が認 め ら れ た ．加齢に伴 う身体機能 の 低

下 は 部位 ， 器官 に よ っ て そ の程度 ・ス ピー
ド等様 々 で

あ り，個 人 差も大 きい とい われ て い る．高齢者 の 住 ま

い 方 対 応 の 特徴 を正 確 に つ かむ た め に は，そ の 前段階

で あ る 40，50 歳代 の 中年世代 も調査 対象と し て観察
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表 1．調査票 の 配布 ・回収状 況 表 2．調査対象者の 年齢と 人 数

夏 　 期　　冬　　期 群 青　　年 中 　年 高　齢　者

関西 　 福山　　 関 　西 年　代　　10代 20代　30代 　 40代 　 50代
　　　　 　　　　　 合　計
60代 70代 　 80代 以 上

配　布　数　　 563

有効回 収数　427　 114

有効回収率　　 96％

42739392

％

夏期　男　　6　 60　　0

　 　 女 　 　8　 48　 　037

　　　48　　　 59　　　26

57　　　55　　　59　　　48
7311 253288

冬期　男　　1　 51　 4

　　 女　　5　 54　 319

　　　35　　　27　　 36

28　　　22　　　24　　　50

3

ユ

21 196197

する 必要が ある と考え ら れ る．

　そ こ で 本研 究 で は，加齢 に よ る住 まい 方 ・冷暖房器

具 の 使用状況へ の 影響 を分析 し，特徴お よ び 問題点 を

明 らか に す る こ と を目的 と して ， 高齢者 の 夏期お よ び

冬期の住宅温熱環境に 関する意識，設備 と居住者の住

まい 方の 実態 に 関 す る ア ン ケ
ー

ト調 査 を行い ，青年 ・

中年層 で の 調査結果 も参考 に して 検討 を 加 え た の で
，

そ の 結果 を報告す る．

　2．調査概要

　（1＞ 調査 内容

　調査内容は大別する と，居住者お よ び住宅の属性，

住み 方状況，日常的な生活行動お よ び着衣状況，冷暖

房器具 の 使用状況と冷暖房器具 に対す る意識，の 4 項

目で ある．調査 は夏期お よび冬期 に 分け て 行 い
， 夏期

に は 冷房器具 （扇風機，冷風機等を含む ．以 下同 じ）

につ い て ，冬期 に は 暖房器具 （こ た つ ，ホ ッ トカーペ ッ

ト等 を含む．以 下 同じ）に つ い て の 質問を設定し た．

　（2） 調査対象，時期

　20 歳代 か ら 80歳代 以 上 の 調査対象者 か ら の 回答 を

得 る た め ，奈良 ・大阪 地 区の 大学 に 在学 中の 学生 と，

そ の 自宅通学者の親 ・祖父母世代 を主 た る調査対象 と

し， 中年お よ び 高齢者世代 に つ い て は 福 山市
＊

（夏期），

奈良市 （冬期）に て も調査を行 っ た ，

　調査 時期は ，夏期は 1992年 8〜9 月，冬期は 1993

年 2〜3 月 で ， 調査 は原則的 に 質問紙留置 自記式 ・郵

便回収 にて 行 っ た．回収状況 は表 1の と お りで ある ．

’

福 山市 は 広 島 県 東 部 に位 置 す る都 市 で，関 西 地 方 か ら

は 離 れ て い る が，本 調 査 の 大 阪 ・奈 良 地 区 の 結 果 と比

較 して 地 区 に よ る有意差 は 見 られ な か っ た．また 高齢

者 お よび 大学 生 を対 象 と した 住まい 方調 査
41 ’1 ）

で も，
福 山市 で の 温 熱 環 境 に 対 す る 対 応 は 郊 外 地 区 と して の

特徴を示 して い る もの の 有意な地方性 は み られ て お ら

ず ， 以上 の 点 よ り本調査で は 特 に 地区 ご と に 区別 せ ず
一

括 して 集計 を行 っ た．

　（3） 分析方法

　 加齢 に よる 住 まい 方 へ の 影響 を明 らか に す る ため，

調査対象者 を年齢別 に 青年 ， 中年，高齢者 の 3群 に 分

類 して ク ロ ス 集計 を行 っ た．分類 は
， 「高齢者」 の 定

義が 65 または 60 歳以上
s：
で あ り，中年の定義 と して

「40 歳 と 60歳 の 間」
9／
と さ れ て い る の をふ まえ，39歳

以 下 を 青年 ，
40〜59 歳 を 中年 ，

60 歳 以 上 を 高齢者 と

して 分析 を行 っ た．ま た高齢者の 住 ま い 方 の特徴 を探

る 目的 で ，高齢者群 の デ
ー

タの み で調査項目間の ク ロ

ス 集計 も試 み た．なお，男女別 の 分析 も行 っ た が図示

は せ ず ， 有意な傾 向が見 られ るもの は 文中 で 言及 して

い く．

　 なお，統計処理 に は統計解析 パ ッ ケ
ー

ジ ・SAS を使

用 した．　 X2検定，’検定の 結果，　p ＜ 0．　05，　 p＜ 0．Oユ，

p ＜ O．OOIの 場 合 は それぞ れ
＊

，

”

，
＊ ± ’

を ， 多重比較

の結果 p ＜ O．05 の 場合は
s

を付 して 示す．

　 3．結果 お よ び 考察

　｛1＞ 調査対象者及 び 居住住宅 の 基本的特性

　表 2 に 夏期お よ び冬期調査対象者の 年代別 の 人数を

示 す。青年群 で は 20 歳代が 大部分 を占め 10歳代お よ

び 30 歳代 はわず か で あ る．青年群 の うち，学生 は約

80％ で
， また 単身世帯 は 約 50％ で ある．中年 ・高齢

者群 で は 40 歳代か ら 70歳代は そ れ ぞ れ ほ ぼ均等に 回

答が 得 ら れ て お り，80 歳代以 降の 回答は 全 体の 10％

以 下 で あ る．

　表 3 に 調査対象者の 居住住宅形式，表 4 に住宅の 構

造 を示す．青年群 で は 夏期 ・冬期 とも集合住宅 に 住む

もの が約半数以上 み ら れ
一

戸建 て 居住者は 40％程度

で あ る．中年
・
高齢者群 で は一

戸 建 て が 70〜80％ 程

度で 集合住宅 は 10〜20％ で あ る が ，夏期 の 調査対象

者の ほ うが
一

戸 建 て居住者の 割合が若干少な い ．

　構造別 で は ， 夏期調査対象者は高齢者群 で は木造住

宅居住者が多 くな り， 冬期 も同様 の 傾向が 見 られ る．
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表 3．住宅形式 表 4。住宅構造

　　 集合　 集合
　　　　　　　　 店舗一戸 　住宅 　 住 宅　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 そ の

　　　　　　　　 付 き　　　　　　　　　　　　　　 不 明　 計
建て 　〔マ ンシ　〔テラス　　　　　　　　　　　 他
　　　　　　　　 住宅
　　 1 ン等〕ハ ウス等）

木造　 木造　 木 造
　　　　　　　　 鉄 筋 鉄骨 そ の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 不 明 計在来 モ ル タ そ の

　　　　　　　　 造　 造　 他
工 法　 ル造　 他

夏期

　青年　　 44　 69

　中年　　 166　 21

　高齢者　 172　 27

347 1　 　 5　 　　 　 　 122

4　　 1　　 1　　 197

11　 　 0　 　 5　 　222

夏 期

　青年 　　 17　　 22

　 中年　　 61　　 55

　高齢者 　llO 　 54

12131040　　24　　　5　　　2　　122

36　　25　　　6　　　1　　197

231843222

冬期

　 青 年 　 　 50　 　57　 　 4

　 中年　　 68　 26　　 4

　 高 齢 者 　　　ll8　　　23　　　　8

3　 　 3　 　 1　 　 118

4　 　 1　 　 1　 　 104

5　 　 10　 　 7　 　 17ユ

冬期

　 青 年 　 　 27　 　 31

　中 年　　 21　　 31

　 高 齢 者 　 74　 　 27

4916 30　　　18　　　2　　　6　　118
26　　 15　　　0　　　2　　104

26　　　20　　　1　　　7　　171

年

年

青

中

高齢者

　　　　 ク
ーラーの有無　

” t

O 　　10 　 20 　 30 　 4D 　 50 　 60 　 70 　 80 　 90 　100 　％
一

122197221

囲ク
ーラ ー

あ り　 ロク ー
ラ
ーな し

年

年

青

中

高齢者

　　　　　 扇風機 の 有無　
禽 ’ ＋

0 　　10 　 20 　 30 　 40 　 50 　 60 　 70 　 30 　 90　 1DO 　％
一 一 一

團扇風機 あり　 囗扇風機な し

122196221

年

年

青

中

高齢者

　　　 クーラーの使用頻度　
t ＋

0 　　10 　 20 　 30 　 40 　 50 　 60 　 70 　 80 　 90 　鼠DO　％

一 一

81　 青年

172　 中年

159 　 高 齢者

　　　　　扇風機 の使用頻度　
’

0 　　10 　 20 　 30 　40 　50 　60 　TO 　80 　90 　100 　％

一 一

7B

正521S8

圉よ く使用す る　目時 々 使用 する　囗使用 しない 團よ く使用す る　 目時々 使用 する　 　 使用 しない

図 L 居間 に お け る 冷房器具 の 使用状況

　  　夏期 の 住 ま い 方 に み る 加齢 の 影響

　 1）　 冷房器具の使用状況

　図 1 に住居内 で 普段す ご す部屋 （以下，居 間 と する）

の ク
ー

ラ
ー ・扇風 機 の 有無，使用頻度 に つ い て 示す．

ク
ーラー

の 設置率 は 高齢者群 で は 72％ で ，中年群の

87％ と比較 して 10 ポイ ン ト以上少 ない ．青年群 は 66

％ 以下 で 最 も少 な く，こ れ は 調査対象者 中，寮 ・
下宿

生活者が約半数存在 した た め
，

そ の 居住環境 の 影響 と

考え ら れ る．設置者 の 使用頻度に つ い て は，青年 ・中

年群 で は約半数が 「よく使用 する」と回答 して い る の

に 対 し，高齢 者群 で は 「よ く使 用す る」が約 30％ に

と ど まっ て い る．ま た
， 図 に は 示 して い な い が そ の 使

用時間帯に つ い て は，高齢者群で は青年 ・中年群 に 比

べ 「
一

日 中使用 す る」 と答 える割 合が減少 し，逆 に

「来客時の み使用」の割合が 増加す る 傾向が み ら れ た．

また，高齢者群 で は女性 に 比 べ 男性 で 設置率が高 く，

「よ く使 用す る 」 とい う回答 が 多 か っ た ．

　扇風 機に つ い て は ，設置率は高齢者群 が 86％ が最

も高 く，以下 中年群，青年群 の 順 に 10％程度ず つ 減

少す る．使用頻度は各群 問の 差 は小 さ く， また使 用時

間帯に関 して は高齢者群で 「一日中使用」の 割合が比

較的多 くみ ら れ た ．

　日常最 も よ く使 う冷房器具の 種類 に つ い て 中年以 降

を 10歳 ご とに 分 け て 比較 して み る と
， 図 2 に 示す ご

とく青年群で は 「クーラー」 と回答する もの が半数で，

中年群 で は 40 歳代 の 60％，50 歳代 の 55％ と青年群

よ りも 「ク
ー

ラ
ー
」を挙げ る者 の 割合が大きい ．「クー

ラ
ー

」 の 割合 は 40 歳代 をピーク に以降 は 減少 し，
60

，
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青tt

青年 群

40 〜49 才

50 〜59 才

60 〜69 才

70 〜79 才

80 才〜

O　 IO 　20 　30　40 　50　60 　TO 　80 　9D　lOO 　％
一 一

轡 費鷺

121941011177430

圉クーラ ー　　　　　　圜クーラー＆扇届懺

目扇風機 口その 他

図 2 ．日常最 もよく使用する冷房器具

青年群

40 〜49 才

50 〜59 才

60 〜69 才

70 〜79 才

80 才
〜

O　lO 　20　30 　40 　50 　6D 　70 　80 　90 　100 　％

一 一

12294102u77430

圏睡眠中使用す る　囗使用 しない

図 3，睡 眠時 の 冷房器具 の 使用状況

（cb ）
O．70

．60

．5O

．4O

．3

青觜t

青年

中年

高齢者

0 　　皇0 　 20 　 30 　 40 　 50 　 50 　 TO 　 80 　 90 　ioO 　％
一

115100

0．2o

．1

143

　 o

　 　 　 　膏年　 　 　 　中年　 　 　 高齢者

図 4．夏期 の 日常 の 着衣量 （平均 ＋ S．D ．）

70歳代 の 高齢 者世代 で は 40％ 弱 で 「扇風機」 の 割合

が 半数以上 とな り，ク
ー

ラ
ーと 扇風機 の 割合が逆転す

る．80 歳代 で は 「クー
ラ
ー

」 と 回答す る 者 は 13％ で
，

そ れ に 比較 して 「扇風機」の 77％ が 圧倒的に 多 い ．

高齢者世代で は 「ク
ー

ラ
ー
」を挙げた もの の 中で は 男

性の ほ うが多 く，逆 に 「扇風機」 を挙 げた もの で は 女

性 の 方が多か っ た．高齢 にな る ほ ど ク
ー

ラ
ー

設置率は

減少 し，扇風機設置率は増加す る傾向に あ る が，その

変動が 10％ 内外で あ る こ と に 比 べ ，最 も よ く使用 す

る冷房器具の ク
ー

ラ
ー

か ら扇風機へ の 変化 は 大 きく，

こ れ は 高齢 者 の 特徴 と い え る．

　2）　睡 眠 時の 冷房器具の使用状況

　図 3 に 睡 眠時の 冷房器具の 使用率 を 40 歳以降 を 10

歳 ご とに分 け て 示す．図 2 の ク
ー

ラ
ー

使用率 と類似 し

た 傾 向を示 し，使用者の 割合は 青年群で は 70％ で ，

40 歳代 の 約 80％ を最 高 に 以後減少 し，70歳代 で は 50

％ 以 下 ，80 歳代で は 3 分 の 1 に低下 す る ．性差 に つ

い て も前項 同様，高齢者 で は 男性 に使用者が多 くみ ら

れ た．

圃石油ス トーブ 　　　囗そ の 他の 開放型 ス トーブ

D 電気系ス トーブ　　目エ ァ コ ン

目ホ ッ トカ ーペ ン ト　　　　　　 圏こ た つ 　囗そ の他

図 5．居 間 で 最 もよ く使用 す る暖房器具

　 3）　 日常 の 着衣状況

　 図 4 に 普段 の 住居 内で の 服装 を着衣 に よ る 熱抵抗値

に換算 し，各群 ご とに平均 し た結果 を示す．な お算出

に は花 田 ら に よ る単品着衣 の 熱抵抗値 とその 重ね着 の

着衣量予測式
1°”13｝

を使用 した ．算出 され た 熱抵抗値 の

平均値 は
， 青年 ・

中年 ・高齢者の 各群そ れ ぞ iL　O．31，

0，36，0．39clo とな り，多重比較の結果 3 群 間に それ

ぞ れ 有意差 が 認 め られ，また 中年 ・高齢者群 で は O．2〜

0，3clo女 性 の 方 が 少 ない ．高齢者群 の 男女別 の 値 は

男性が 0．40clo，女性 が 0．37　clo とな り，兵庫お よ び

岩手 の 高齢者に つ い て行われた長沢 らの 事例調査
5’
と

比較す る と，男女 と も岩手 の 平均値 （0，65お よ び 0．64

clo）よ りは 少な く， 男性 は 兵庫 の 平均値 （0．41　clo）
と ほ ぼ等 しい ，長沢 ら の 場合は 「昼 間の 居 間 に お け る

着衣」 とい う設問 で あ る が，今回 は「ふ だ ん住居 内 で

くつ ろ い で い る と きの 着衣状況」 と い う聞 き方 で あ り，

さ らに実際 の 着衣状況 を観察す る こ とが で きる事例調

査 と異な り，当て はまる着衣 の 欄に枚数を書き込 むと

い う 回 答方式 の 影響 も考え られ る ．また ，東京都 に お

い て 70 歳以 上 を 対象 に 行 わ れ た 調査
］‘）

で は 7
，
8 月 に

お け る 上半身，下半身の 熱抵抗値 の 合計は本調査の倍

以上 と報告 され て い る ．こ れ は全身の 熱抵抗値 の 算出

方法 の 違 い と，調査期 間 中 の 平均気 温 の 違 い （東 京
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図 6．寝床 内暖房 器具 の 使用 の 有無 （電気毛布，
　　 あ ん か ）

23．8℃，奈良 26．4℃，気象庁 デ ータ に よ る）が原 因

と して考えられ る．

　（3） 冬期 の 住 まい 方に み る加齢 の 影響

　 ユ）　 日常 の 暖房器具の 使用状況

　居間 に 設置 して い る暖房器具 の 種類 に つ い て質問 し

た と こ ろ，10種類以 上 の暖房器 具 が あげ ら れ
， さら

に 日常使用 し て い る 器 具 の 数 も複 数 回答す る 者 が 多 く

み られ た ．そ こ で
， 最 もよ く使用す る暖房器具に つ い

て年代ご とに集計する と，図 5 に示す ご とく青年群 で

は 「こ たつ 」が最も多 く挙げられ ，中年お よ び高齢者

群 で は 石油 ス トーブ ，ガ ス ス トーブ 等換気の 必要 な

「開放型 ス ト
ー

ブ」が最 も多 く挙げ られた．青年群 で

「こ た つ 」使用者が 高率な の は，夏期 の 「扇風機」 と

同様に 下 宿 ・寮生活者が多い こ とが 原因で ある と考え

ら れ る．また 中年群 で 「ホ ッ トカ ーペ ッ ト」を挙げた

者が約 20％ み られ るが ，
こ れ は 特 に 女子 に多 くみ ら

れ た．高齢に な る ほ ど 「開放型 ス トーブ」使用 の 割合

は 増加 し高齢者群 で は 過 半数 を 占 め て い る が ，エ ア コ

ン や 電気 ス F一ブ の 割合 は 加齢 に 従 い 減少傾 向に あ る．

なお，強制給排気式 ス トーブ （FF 式 ヒ
ーター

等） の

使用は ほ とん どみ られ な か っ た．

　 2）　睡眠中 の 暖房器具の 使用状況

　 睡眠 中 の 暖房器 具 の 使 用 は，全体の 20％ 程 度 に 使

用 が み ら れ，そ の 多 くが エ ア コ ン 使用 で あ っ たが，使

用者数お よ び使用器具 に年代に よ る 傾向は特 に 認め ら

れなか っ た．む しろ 睡 眠 中 は電気毛布や 電気あ ん か等

の 寝床内暖房器具 を使用 し，寝室の 暖房は行 っ て も就

寝前に 止 め る とい うパ ター
ン の 方が多 くみ られた．図

6 に寝床内暖房器具使用 と年代 の 関係 を示す．加齢 に

従い 寝床 内暖房器具 の 使用 は 増加 し，青年群 で は 約 16

％ の 使用 で あ る が
，
40 歳代 で は ほ ぼ 倍の 31％，50歳

代で は過半数の使用 とな っ て い る．さらに 高齢者群 で

は 60 歳代で は 78％ ，70 歳代で は 72％
，
80歳代 以降

で は 92％ と 中 年群 よ り高 い 割合 で 使用 さ れ て い る．

使用率 は 40 歳代か ら 60歳代に かけ て の 中年世代で 大

きく上 昇 して い る が，60歳代 以降 の 高齢者群 で はあ

ま り増加 が み られ ない ．また，青年群で は 女性 で 有意

に 使用者 が 多くみ られ た が ，中年以降 は性別 に よ る差

は み られ な い ．

　 3）　 生活行動状況

　図 7 に冬期に お け る 住居内 で の 普段 の 服装 を ， 夏期

と 同様 に着衣 に よる熱抵抗値に換算 し平均 した 結果 を

示す．青年群 の 平均値 は O．85，中年群 は O．91，高齢

者群 は 1．　16　elo と な り，多重比較 の 結果青年群
一
高齢

者群 間 お よ び 中 年群一高齢者群 間 に そ れ ぞ れ 有意差 が

認め られた．なお，前述 の兵庫お よ び岩手の 高齢者 に

つ い て 行 わ れ た事例調査
5z
で の ，岩手 （男性 1．47，女

性 1．　67　 clo ），兵庫 （男性 1．50，女性 1．30　clo） の 値

に 比較す る と，本調査 で は男性 は Ll6
， 女性 は 1．15

clo と少 ない ．こ れ は 夏期 の 場 合同様，質問の仕方お

（clo ）
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図 7．冬一期 の 日常 の 着衣 量 （平 均 ＋ SD 、）
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図 8．睡 眠中の トイ レ回数 （平均 ＋ SD ．）
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図 9．高齢者 の 基本的属性

よ び回答方法の 違い の 影響 と考え ら れ る．ま た
，

北 米

（ア メ リ カ Buffalow，カ ナ ダ Harnilton）で 行わ れ た

調査
］51

で は 0．82clo と報告 さ れ て お り，日本の 高齢者

に 比 べ か な り薄着 で あ る ．こ れ に は Er米 の 住宅 の 暖房

方式 の 違 い が 大き く影響 して い る と考えられる．すな

わち，北米で はセ ン トラ ル ヒ
ー

テ ィ ン グ が
一般的で住

宅内の 温度 が 日本 よ り高 く保た れ る の で ，着衣量が少

な くて も寒 さを 感 じ な い た め と推察され る ．

　性別 に よ る 差 と して は ，青年群 で は 女性 が有意 に 多

い 傾向が 認 め られ た が，中年群以降 の 差は 小 さ い ．

　図 8 に夜 間睡眠中 の トイ レ回数 を 夏期 の 値と併せ て

示す．夏期
・冬期とも高齢に な る ほ ど回数が増加 し，

冬期で は青年群 の 平均値 は 0．06 回 ， 中年群 は 0．33 回

で あ る の に 対 して 高齢者群 は 1．22 回 と大 幅に増加 す

る ．多重比 較 の 結果 ， 各群 間 で p＜ O．　05 の 水準 で 有意

差が み られ る．さ らに高齢者群で は夏期 の 値 （O．　93回）

に対 して冬期 は有意 に 増加す る．睡眠時 の トイ レ 回数

の 多 い 高齢者 に と っ て 冬期の 夜間温熱環境の 整備 は，

寝床 内 と 室内の 温度差が 縮小さ れ 身体的負担が 軽減 さ

れ る の で ，住宅環境整備上 重要な事項 で あ る こ とが 示

圏よ く使用す る　 目時 々使用す る

口使用 しな い

図 10．冷房器具使用 と体質 の 関係

唆 さ れ る．

　  　高齢者に み られる特徴

　以上 の ように，冷暖房器具 の 使用状況や住まい 方に

つ い て
， 高齢者 の 対応 に は他の年代と異 な る 特徴が み

られ た．さ ら に高齢者の デ
ー

タ に つ い て ，基本的属性

や体格，体質，住宅 の 属性等 との 対応 の 状況 を詳 しく

検 討 し て い く．

　 1）　 基本的属性

　図 9 に高齢者の 基本的属性に 関 して ， 年代 との ク ロ

ス 集計の 結果を夏期 また は 冬期調査 の 例 で 示す．居住

住宅 の 建築年数 に つ い て は
， 建築後 10 年未満 の 住 宅

の 割合 は ど の 年代 で もほ ぼ 25〜30％ で あ る ．一
方 10

年以 上 の 割合を み る と，10〜20年の 住宅 の 割合 は 60

歳代が 43％ で 最 も大 きく，逆 に 40 年以 上 の 住宅の 割

合は 60歳代が 14％ で 最 も少 な く，
70歳代で は 28％ ，

80歳代 以 上 で は 36％ と加齢に従 い 大 き くなる．

　家族構成 に つ い て は，本人 の み の 世帯は ど の 年代 で

も約 10〜ユ6％，夫婦 の み の 世帯は 40％ 内外 で 特 に傾

向はみ られな い が ， 3世代 家族の 割合は 60 歳代 の 22

％ に 比べ 70，80 歳代で は 30％以上 に増加す る．女性

で は男性 に 比べ 本人 の み の 世帯が 多く，夫婦 の み の 世

帯は 少な い ．

　年齢 と体格指数 （Body 　Mass 　lndex ＝ 体重 kg／（身長
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図 11．体 質 と体格指数 （BMI ）の 関係

　　　（60歳代 の デ
ー

タ）

　　睡 眠 中の冷房 器 具使 用 状 況　
’
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O 　 lO 　20 　30 　40 　50 　60 　70　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 se 　 go
一

艮DO 　 ％

m2 ），以 下 BMIL6 〕

） の 関係に つ い て は，高齢に な る ほ

ど BMI が 20 以下 の 痩 身者が 増 え，24 以 上 の 肥満 傾

向者の 割合が 減少する ．

　 2）　夏期 の 住まい 方に 及 ぼ す要因 の 特徴

　加齢に伴 う冷房器具の設置率や こ れ らの使用に影響

する要因 をさらに 探 るために，体質や体格指数 と の 関

係に つ い て 検討 し た．

　 の 冷房器具使用 と体質の 関係 ：最 も よ く使用 する

冷房器具 の 種類 を体質別 に 分 類 し た もの を図 ユO に 示

す．「冷房 に 強 い か
・
弱 い か」 と い う項 目 と ク ロ ス さ

せ る と，「冷房 に 強 い 」 と 回答す る もの に は クー
ラ
ー

使用者が 56％ と過半数を占め，逆 に 「冷房に弱 い 」

と す る者 で は 扇風 機使用者 が 82％ と圧倒 的 に多 い ，

また ，ク
ー

ラ
ー

設置者 に 関 して 使用頻度をたずね た と

こ ろ ，冷房に 強 い 者ほ ど クーラ ーを 「よ く使 用 」 して

お り， また 「暑が りか ・そ うで な い か」の 項 目で も暑

が りの 者 ほ ど 「よ く使用」す る 傾向が み られ，同様 の

傾向は睡眠 中の 冷房器具 の 使用状況 で もみ ら れ た．な

お 扇風機使用 に つ い て は，暑が りの 者ほ ど 「よ く使用」

して い るが ， その 他 の 項 目で は ク
ー

ラ
ー

ほど体格 との

明 ら か な相関関係は み ら れ なか っ た ．

　 ii）体質と体格指数 （BMI ）の 関係 ：冷房 に 対 す る

抵抗力や暑が りか どうか，とい っ た体格に及ぼ す要因

と して ，体 格指 数 （BMI ）と の 関係 を比較す る．なお

高齢に な る ほ ど BMI の 少な い 者 の 割合が 増加する傾

向が み ら れ た の で （図 9 ），60 歳代の 者の み で 同
一年

代 に おけ る比較 を行 っ た もの を図 11 に 示す．「冷房に

〜2020
〜2222

− 2424
〜

72501224

囲好きで ある　囲どち らで もない 　囲嫌い で ある

図 12．冷房器具使用 と体格指数 の 関係

　　　（60歳代 の デ
ー

タ）

強 い か ・弱 い か」 の 項目で は，BMI が 24以上 に なる

と 「冷房 に 強 い 」の 回答の 割合 が 増加 し 「冷房 に 弱 い 」

の 回答が 減少する ．また，「暑 が りか ・
そ うで な い か」

の 項 目で は
，
BMI が大 き い ほ ど 「暑が り」 の 割合が

増 加 し ， 肥満傾 向にあ る 者 ほ ど 「暑が り」 で 「冷房 に

強い 」こ とが わ か る．

　丗 ）冷房 器 具 使 用 と体格指数 （BMI ）の 関係 ：住 ま

い 方 と 体格 の 関係 を 図 12 に 示す （60歳代 の み の デ
ー

タ に て 図示）．睡眠 中の 冷房器具使用率 は BMI が大 き

い ほ ど上昇 し，BMI の 標準値 22 よ り肥満傾向 に ある

者 の 6割以上 は 何 らか の 器具 を使用 し て い る こ とが わ

か る．また
， 冷房器具 の 好 み と BMI に つ い て は ， 肥

満傾向に ある者 （24 以 上 ）で は クーラ ー ・
扇風 機 と

もに 「好 きで あ る」 とい う回答が増加 して い る ．

　高齢者群 で は 日常の ク
ー

ラ
ー
使用 あ る い は 睡眠中の

冷房器具使用 が若年群よ り減少 して い るが ， 同 じ高齢

者で も加齢の影響だけ で な く体質や体型 に よ っ て そ の

対処 の 仕方 に は差 が み られ る こ とが 明 ら か とな っ た ．

　 なお
， 青年 ・中年群 に お い て も同様 の 検討を行 っ た

が ，体質と冷房器具使用 の 関係 に は 中年群 に は 相 関が
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図 13．冬期 の 住まい 方へ の 人体側条件の 影響

認め られ た が青年群で は
一
部の項 目の み 認め ら れ，ま

た体格 との 関係は有意な傾向は青年 ・中年群 ともに 認

め ら れ なか っ た．前述 の よ うな体 質 や 体格 の 影響 は 高

齢者 に お い て 特徴的 で あ る こ と が 明 らか に な っ た．

　 3）　冬期 の 住まい 方に 及ぼ す要因の特徴

　 の 冬期 の住まい 方へ の 人体側条件の 影響 （図 13）：

夏期同様 ，冬期 に お い て も，「暑が りか」，「寒が りか 」

と い っ た体 質に関する項 目や ， 「睡眠 中の トイ レ回数」

とい っ た 体 質の 影響 を受けや すい と考え ら れ る 項 目で

は，夏期同様体格に よる 傾向が認め られ，痩身者ほ ど

「寒が り」 で 睡眠中の トイ レ 回数が増加す る 傾向がみ

られ た ．しか し， 暖房器具 の 使用状 況や寝床内暖房 の

使用率 と体格，体質に は有意な傾 向は 認 め られ な か っ た．

　着衣量 に つ い て は，加齢 に 従 い 増 加 す る 傾向が み ら

れたが ，
BMI との 間に は 明 らか な傾 向 は み られ なか っ た．

　 ii）暖房器具使用 に影響を及 ぼ す諸要因 （図 14）：

最も よ く使用す る暖房器具の 種類を年齢別に み る と，

60歳代 に 比較 して 70歳以 上 で は 石油 ス ト
ーブ の 割合

が増加す る傾 向 に ある ．住宅 の 建築年数別 で は
， 建築

年数 の 古い 住 宅 ほ ど 開放型 ス トーブ を使用する割合が

増加 し，特 に 30年以上 の 場合は開放型 ス ト
ー

ブ また

は こ た つ 以外 の 暖房器具 の 割合 が 10％ 以 下 で あ る．

また家族構成 との 比較で は
，

一
人暮 らしや高齢者の み

の 世帯に比 べ ，2 世代， 3 世代の 世 帯で は 開放型暖房

器 具 の 使 用 が 減少 し，特 に 石 油 ス ト
ー

ブ の 比率 に そ の

傾向が顕著 に み られ る．着衣量 との 関係 を み る と
， 着

衣 に よ る 熱抵抗値の 少な い もの で は 開放型 ス トーブ や

エ ア コ ン を使用する割合が若干増加 し，逆に こ た つ 使

15 年未満
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図 14．暖房器具使用 に及ぼ す諸要因

用 は着衣 の 熱抵抗値 の 多い 人 で その 割合が増加 す る 傾

向 に あ る ．こ た つ は 人体手足部 を直接暖 め る こ と は で

きる が ，石油
・ガ ス 等の ス ト

ー
ブ や エ ア コ ン の ように

部屋 全体 を暖 め る 器具 で は な い の で ，そ の 分 を補 う意

味 で 着衣量 の 増加 で 対応 し て い る と推察 され る ．

　 さ ら に，寝室の暖房器具 の 設置率に も建築年数との

関係が み られ，古い 住宅 ほ ど設置率が低 くな る 傾向が

み ら れ た．冬期 の 場合 ， 体格 や 体 質 とい っ た 人体側条

件 よ り，そ の 器 と な る住宅 に か か わ る 環境側要素 の 影

響が使用暖房機種に大 きく影響 して い る と考え られ る ．

さらに 温熱環境調節手段 として着衣 に よる対応 もみ ら

れ
， 使用 暖房機種 に よ りその 状況 が 異な る こ とが 示唆

され る．

　なお ，同様の 分析 を青年 ・中年群 に お い て も行 っ た

が，夏期 同様体格 や 体 質の 住 まい 方 へ の 影響 は高齢者

ほ ど明 ら か に は み ら れ なか っ た．しか し ， 暖房器具使

用 に 及 ぼ す要因と して，住宅の建築年数や 日常の着衣

量 で は高齢者と同様の 傾向が認め られた．
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図 15．数量化第 H 類 に よ る 睡眠中 の 冷房器具使用 に及ぼす要因の 分析

　4＞　 数量化 第 H 類 に よる要因 の 分析

　 こ れ まで 高齢者 の 夏期お よ び冬期の 住 まい 方の 特徴

に つ い て
，

ク ロ ス 集計 を 中心 に影響を見 て きた が ，人

体側条件や環境側条件な ど様 々 な要因が影響 して い る

こ とがわか っ た．そ こで
， 冷暖房器具 の使用 に 関する

項 目に つ い て
， そ れ を決定づ け る要因を把握す る ため，

数量化第 H 類 を 用 い た多変量 解析を試み た ．

　 i）冷房器具使用 に 関す る 分析 ：冷房器具使用 に 関

す る項目の うち，睡眠中の 冷房器具 の 有無を外的基準

と し ， 人体側条件 （体 格 ， 体質）， 環境側条件 （住宅

の 属性）， 家族構成お よ び生活習慣 に関す る項目の う

ち，相関 の み られた もの を ア イ テ ム と し分析 に か け た ．

そ の 結 果 に つ い て ，相 関比 と各ア イ テ ム の カ テ ゴ リー

ス コ ア と レ ン ジ，偏 相関係数お よ び ウ エ イ トを図 15

に 示す．こ の分析結果で は，最も偏相関係数が大 きい

もの は BMI で あ り，標準 よ りも肥満 者 （24 以 上）で

よ り使用 され る 傾向に ある こ とが わか る．第 2 位 に は

暑 さに 対す る 体質が 挙 げられ ，暑 さ に弱い 人 ほ ど使用

する傾向が み られ る．第 3位 の 日常 の 着衣 の 熱抵抗値 ，

第 4 位 の 寝室 の 風通 しに関 して は ふ だん厚着の もの ほ

ど，また 風通 しが 悪 い もの ほ ど使用する傾 向が 見ら れ

る．第 5位 の 住宅の 建築年数に 関 して は建築年数の 新

しい 住宅 で よ り使用 され る傾 向が み られ る が ， 他 の ア

イ テ ム に比較 し て 偏相 関係数 も小 さ く，睡眠中の 冷房

器具使用状況 に 与 える 影響 は 小 さ い とい える ．

　その 他 の 冷房器具使用 に関する項目に つ い て も同様

の 分析を行 っ たが，主 に 人体 側条件 に 関する項 目で の

影響が 比較的大 きい 結果が み られた．

　 ii）暖房器具使用 に 関す る分析 ：暖房器具使用 に 関

し て は，居間で 最 もよ く使用する 暖房器具 に つ い て ，

開放型 ス ト
ーブ とそ れ 以外の 暖房器具に カ テ ゴ リ

ー
分

けを し，前項同様各項目の うち相 関の み られ た もの を

ア イ テ ム として 分析 を行 っ た ．そ の 結果，第 1位に は

住 宅 の 建築年数 が あげ ら れ ，建築後 30 年以 上 の 住宅

で は 開放型 ス トーブ の 使用が増加する 傾向が み られ た ．

第 2 位以下は家族構成，年齢，体格，体質の 順 で 挙げ

られ て い る が， 1位 に比較 して 偏相関係数が 小さ く，

外 的基準 に 与 え る 影響 は 小 さ い ．体 格 ，体 質の 影響 に

比較 し住 宅 の属性の 影響が 大 きい とい う ， 夏期 とは異

な る傾向が み られ る．

　冬期 に お い て は，まず身近な着衣に よ っ て 調節が行

われ ， 暖房器具使用 に は人体側条件の 影響が表れ に く

くな り，夏期の 場合は 逆 に 着衣 で 温熱環境 を調節す る

こ とに は限界があ り，その た め冷房器具使用状況 に人

体側条件 の 影響 が よ り大 き く表れ た と考え ら れ る．

　今 回の 調査で ，夏期に お い て は 体格や体質に よ り冷

房器具使用の 状況が異な り，冬期 にお い て は 住宅 の 属

性が使用暖房機種に 大 きく影響 し て い る こ とが示され

た．しか し
， 夏期 お よ び冬期 と も に 温 熱 環境条件 に よ

る 負荷 は 若年者 よ り も高齢 者 に 大 き く影 響 す る こ

と
L7）］s｝

，や 高齢者 で は温冷感覚が若年者 に 比較 し劣化

して い る こ と
19）
が実験室実験 に よ り明らか に され て い

る．身体機能 の 低下 して い る高齢者に とっ て は，環境

温度 を
一

定水準に保 つ こ とは住 まい 方対応 の い か ん に
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関わらず重要 で あ る と考え ら れ る．夏期に は 室内が 一

定以 上 の 気温 ・湿度に な らな い ように エ ア コ ン を連続

使 用す る こ と も
一つ の 方策 と して 考え られ る．

　冬期に お い て は ，高齢者は一
般的 に 「部屋 を暖房す

る 」 とい う概念 が 希薄
2ω

で，そ の よ うな 場合 に は 着 衣

の 種類 ， 量 や 活動量 で うまく対応 し て い る ケ ー
ス も考

え ら れ る、しか し， 暖房方式 の 違 い が冬期 の 死亡率に

影響を与え て い る こ と
21）

や ，日本で 行 わ れ て い る 暖房

方式が 他の 海外先進諸国 と比 較して 特異 で あ り， また

生活者 の 満足度がかな り低 い こ と
22）

な どを考慮する と，

改善の 余地 も十分あると考 えられる．すなわち，夜間

に お い て も
，

ま た 居室 以 外 の 空間も気温 を
一

定以上 に

保つ こ とに よ り，身体の
一

部分 の み を暖め る 「採暖器

具」や着衣 に よる保温 に頼る必要の な い 温熱環境を 整

備 して ゆ くこ とが高齢者 に お い て は 必 要 で あ ろ う．

　 4．　 ま　と め

　 夏期お よび冬期の 住宅温熱環境に対する住 まい 方対

応の 加齢 に よ る 影響 を明 ら か にす る こ と を 目 的 と し て
，

ア ン ケー
ト調査 を行 い

， 以下 の こ とを明 らか に した．

　（ユ） 夏期に お い て ，日常最 もよ く使用す る冷房器具

は 40 歳以降 ク
ー

ラ
ー

か ら扇風機に移行 し，睡眠 中の

冷房器具使用率 も同様 に減少す る，高齢者群 で は ，青

年 ・
中年群に 比べ 扇風 機 の 設置率が ク

ー
ラ
ー

の それを

上回 り，日常の着衣 の 熱抵抗値が他 の 年代 に 比較 して

有意 に高 い ．

　   　冬期 に お い て
， 最 もよ く使用す る暖房器具と し

て ，高齢者お よ び中年群で は 開放型 ス ト
ーブ が，青年

群で は こ た つ が挙げ られ て い る ．夜間睡眠中の 寝床 内

暖房器 具 の 使 用率 は 40〜50歳代 で 急激 に 上 昇 し，高

齢者で は 約 80％ が 使 用す る．日常 の 着 衣 の 熱抵抗値

は高齢者群 で は他の 群 よ り有意に 増加し，また 睡 眠中

の トイ レ 回数 に お い て も若年者 よ り有意 に多 く，冬期

に 増加す る 傾向 が み られ る ．

　  　高齢者で は，クー
ラ
ー・扇風機等 の 冷房器具使

用 に 関 して は体質お よび体格に よ り差が み ら れ ，「暑

が り」 の 者 ほ ど，また肥満傾向 に あ る者ほ ど よ く使 用

す る 傾向 が み られ る．冬期 の 暖房器具使用 に関 して は，

住宅 の 建築年数や 家族構成 に よ っ て 最 も よ く使用 する

器具 の 種類が異 なる 傾向があ る．

　ア ン ケ ートに ご 協力 い た だ きま した 奈 良市万年青年

ク ラ ブ連合会，大阪大学，大阪市立大学の 関係諸氏，

お よ び 1992 年卒 業生 の 占部有紀 さん に深謝の 意 を表

します．

　なお ，
こ の 論文 は，ユ994年日本家政学会第 46 回大

会に お い て発表 した．
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